
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。一

般
財
団
法
人
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
い
す
み
」代
表
。

藩
侯
御
前
で
論
語
を

　

講
じ
た
天
賞
堂
創
業
者

　
東
京
銀
座
に
天
賞
堂
が
あ
る
。
筆
者

が
記
憶
す
る
話
題
は
、
10
年
ほ
ど
前
に

強
盗
に
、
高
額
の
金
品
を
奪
取
さ
れ
た

と
い
う
事
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
天

　
こ
の
遺
志
に
従
い
、
２
代
目
金
五
郎

か
ら
大
多
喜
町
に
図
書
館
が
贈
ら
れ

た
。
明
治
30
年
（
１
８
９
７
年
）
10
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、名
前
は
「
天
賞
文
庫
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。
２
階
建
て
の
煉
瓦

造
り
の
モ
ダ
ン
な
図
書
館
で
、
千
葉
県

最
初
の
公
立
図
書
館
で
あ
っ
た
。

　
年
間
２
０
０
円
の
寄
付
金
を
つ
け
て

の
『
天
賞
堂
』
は
、
彼
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
、
新
規
発
想
力
、
そ
し
て
気
風
の
良

さ
で
隆
盛
を
極
め
た
。
広
告
宣
伝
が
上

手
で
、
通
信
販
売
も
行
っ
た
。
時
計
や

宝
石
の
販
売
な
ど
も
手
掛
け
た
。

　
明
治
29
年
（
１
８
９
６
年
）８
月
10

し
て
、
成
就
の
賜
を
受
く

べ
し
」と
あ
り
、こ
れ
に
由

来
し
た
。
そ
の『
天
賞
堂
』

の
命
名
者
は
、『
立
志
編
』

の
富
吉
や
２
代
目
金
四
郎
に
よ
り
継
承

さ
れ
た
が
、
初
代
金
四
郎
は
、
自
身
の

成
功
に
は
本
と
の
親
し
み
、
読
書
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
た
。
郷
土
の
大
多
喜

に
愛
着
も
強
く
、
子
ど
も
た
ち
に
読
書

の
大
切
さ
を
教
え
た
。

　
「
わ
れ
若
し
幸
に
成
功
せ
ば
郷
里
は

勿
論
、
国
家
教
育
に
対
し
、
公
益
事
業

を
起
こ
さ
ん
」

や
賞
詞
を
受
け
た
。

　
大
多
喜
藩
は
、
徳
川
四
天
王
の
本
多

忠
勝
の
本
多
家
と
し
て
有
名
で
あ
る

が
、
そ
の
後
は
阿
部
家
や
松
平
家
な
ど

に
代
わ
っ
て
い
る
。
金
五
郎
の
時
代
は

幕
末
で
、
藩
主
は
松
平
正
和
の
娘
婿
の

松
平
正
質
で
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で

は
総
督
を
務
め
た
が
敗
れ
て
朝
敵
と

な
っ
て
し
ま
う
。
官
軍
と
の
攻
防
に
正

質
は
無
条
件
降
伏
し
、
城
下
の
佇
ま
い

は
壊
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
。正
質
は
、

松
平
姓
も
返
上
し
大
河
内
姓
と
な
っ
た

り
、
断
髪
令
を
受
け
て
丁
髷
（
ち
ょ
ん

賞
堂
は
貴
金
属
や
時
計
の
老
舗
と
し
て

有
名
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
鉄
道
模
型

の
展
示
販
売
も
あ
り
、
そ
の
店
舗
に
は

筆
者
も
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
天

賞
堂
の
創
業
者
は
、
本
コ
ラ
ム
で
取
り

上
げ
て
い
る
千
葉
県
大
多
喜
町
の
出
身

で
あ
る
。
今
回
は
シ
リ
ー
ズ
の
２
回
目

「
破
」と
し
て
、
そ
の
人
の
話
題
を
紹
介

し
た
い
。

　
後
に
天
賞
堂
を
創
業
し
た
江
澤
金
五

郎
は
、
嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
年
４
月

３
日
）
に
上
総
の
国
、
大
多
喜
城
下
で

呉
服
や
雑
貨
商
を
代
々
営
む
恵
比
寿
屋

半
右
衛
門
の
４
男
と
し
て
誕
生
し
た

（
６
代
目
当
主
に
な
る
）。
大
多
喜
藩
に

は
、
藩
校
「
明
善
堂
」
が
あ
り
藩
士
の

子
弟
に
、
和
漢
学
や
蘭
学
ほ
か
に
武
道

を
教
え
て
い
た
が
、
幕
末
に
は
商
人
の

子
に
も
門
戸
が
開
か
れ
、
金
五
郎
も
入

運
営
し
た
と
い
う
。
残
念
な
が
ら

関
東
大
震
災
で
崩
壊
し
て
い
た

が
、平
成
元
年（
１
９
８
９
年
）に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
現
在

の
図
書
館
「
大
多
喜
図
書
館
天
賞

文
庫
」
が
再
建
さ
れ
た
。
同
館
に

入
る
と
、
左
手
に
若
き
実
業
家
・

江
澤
金
五
郎
の
肖
像
画
＝
写
真
＝

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

遺
志
継
い
だ
２
代
目

　

町
に
図
書
館
を
贈
る

　
１
８
７
８
年
、
日
本
橋
檜
物
町
（
現

在
の
八
重
洲
１
丁
目
・
日
本
橋
２
丁
目

３
丁
目
辺
り
）
に
、
出
版
業
「
江
澤
書

房
」
を
開
業
し
た
。
翌
年
に
銀
座
尾
張

町
（
現
在
の
銀
座
４
丁
目
辺
り
）
に
移

転
し
、
篆
刻
を
主
と
す
る
印
房
店
「
天

賞
堂
」
を
創
業
し
た
。

　
天
賞
堂
と
い
う
名
前
は
、『
立
志
編
』

の
中
に
「
人
は
成
敗
得
失
を
使
令
し
、

己
の
意
に
従
は
し
む
る
の
権
な
し
、
然

れ
ど
も
勉
強
し
て
巳
ざ
れ
ば
、
天
賞
と

多
喜
で
着
手
し
た
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
徒
外
来
語
を

た
だ
辞
書
に
し
て
も
分
か
ら
な
い
の

で
、
絵
を
加
え
「
絵
入
り
辞
書
」
に
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
２
年
数
カ
月
を
費

ま
げ
）
を
切
り
落
と
し
旧
藩
士
に
も
奨

励
し
た
り
し
た
。
ち
な
み
に
理
研
の
所

長
と
な
っ
た
大
河
内
正
敏
は
、
正
質
の

長
男
で
あ
る
。

　
学
問
好
き
の
金
五
郎
は
、
当
時
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
西
国
立
志
編
』

『
学
問
の
す
ゝ
め
』『
和
漢
辞
書
』
な
ど

に
心
を
動
か
さ
れ
た
。
読
書
好
き
の
金

五
郎
は
、
時
代
の
変
革
を
い
ち
早
く
と

ら
え
、『
外
来
語
辞
書
』
の
編
纂
を
大

や
し
て
語
数
３
０
０
０
以
上
の
辞
書
を

出
版
し
よ
う
と
し
た
が
、
西
南
戦
争
と

な
っ
た
。
結
果
、
こ
れ
か
ら
は
中
央
集

権
体
制
で
社
会
が
動
く
こ
と
を
知
り
、

出
版
事
業
は
東
京
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
判
断
。
27
歳
の
金
五
郎
は
、
大
多

喜
の
商
売
は
弟
に
任
せ
、
自
己
資
金

５
０
０
円
と
母
方
か
ら
５
０
０
円
、
合

計
１
０
０
０
円
を
も
っ
て
、
東
京
へ
乗

り
込
ん
だ
。

日
に
、大
磯
で
の
海
水
浴

（
当
時
の
海
水
浴
は
鉄
棒

に
つ
か
ま
っ
て
海
に
つ
か

る
）で
、鉄
棒
か
ら
手
を
す

べ
ら
せ
、
水
没
死
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
45
歳
で

大
事
な
実
業
家
、商
売
人
、

か
つ
文
芸
家
を
失
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
事
業
は
、
弟

学
が
許
さ
れ
た
。
11
歳
で

８
代
藩
主
の
松
平
正
和
の

前
で
論
語
を
講
じ
る
名
誉

の
訳
者
の
中
村
敬
宇
で
あ
る
と

い
う
し
、
看
板
の
揮
毫
は
勝
海

舟
で
あ
っ
た
と
い
う
。
金
五
郎

大
多
喜
の
地
元
力
発
見
／
序
破
急

　
　
　
　
　
［
破
］
天
賞
文
庫


